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報告書Excelの入力方法等について
東京都建築設備定期検査報告の

令和７年７月１日から施行される定期検査報告書様式変更に関する取扱いについて

「建築物の定期調査報告における調査及び定期点検における点検の項目、方法及び結果の判
定基準並びに調査結果表を定める件等の一部を改正する告示」（令和６年６月２８日公布）
が令和７年７月１日から施行されることに伴い、変更される報告書様式の取扱いについてお
知らせいたします。

① 令和７年７月１日以降に行った検査については新様式での報告となります。
② 令和７年６月３０日以前に行った検査については報告日が令和７年７月１日以降で
あっても旧様式での報告となります。

なお、当財団HPにおいて、報告書と検査結果表間の齟齬や入力漏れなどのセルフチェックを
行う機能も備えた新様式のExcelファイルを公開していますのでご活用ください。

（入力時の注意事項等）



追加機能等の概要（報告書第一面・第二面）

補 １-

報告書第一面

【全シート共通】
➢入力のヒント：未入力がある場合、
ピンク又は赤で着色することで視認性向上

【報告書第一・二面共通】
➢入力のヒント：
誤入力（不整合）防止のため、
検査結果表の判定等がリンク表示

注）指摘の概要（判定）欄及び
その他の特記事項欄は入力不可

【報告書第一面】
「所在地」「用途」欄は、
プルダウンリストより選択

定期検査報告の案内に記載されている「整理番号」を入力
してください。
注）令和7年7月1日施行の新様式で報告する際は、

必ず入力が必要です。

【報告書シート共通】
「住所転記」ボタンを設置
「住所」欄は、郵便番号を入力後、
「住所転記」ボタンをクリックすると
転記可能（要インターネット接続）

【報告書シート共通】
➢入力のヒント：
オレンジ矢印：左右を比較することで
整合を確認可能（シート切替不要）

【報告書第一面】
「シート数確認」ボタンを設置
ボタンをクリックすることで
表示されているシート数を確認可能

【全シート共通】
「PDF表示」「PDF保存」
ボタンを設置

報告書第ニ面

【報告書第一面】
「報告用ファイル作成・保存」
ボタンを設置

注）オンライン報告の際に、
使用します。

【報告書第一面】
「移行ツールを起動」ボタンを設置
注）令和7年改正前の報告書Excelで作成

したデータは移行できません。

【報告書第一面】
報告書第一・二面を入力すると、
ワークシート表示ボタン名が表示

「ご利用に際して」シート内にボタンを設置
注）ワークシートは削除しないでください。

【報告書第二面】
➢入力のヒント：
ニ.検査対象建築設備の「レ」マークは、
以下の４欄、６欄、８欄、10欄の代表となる
検査者の氏名を入力することで表示されます。

設置ボタン
の説明

入力時の
補足説明

変更点など
の重要説明 強調ポイント凡例： 蛍光ペン

【報告書第二面】
指定確認機関名は、
プルダウンリストより選択



追加機能等の概要（報告書第二面、検査結果表）

補 ２-

報告書第二面－非常用の照明装置

【報告書第二面】
登録名、都道府県名は、
プルダウンリストより選択

未入力：表示及び着色

必要項目をリンク表示することで
シート切替不要

検査結果表（非常用の照明装置）

非該当の可能性がある検査項目：「緑」着色
➢入力のヒント：「ー」挿入ボタンにカーソルを合わせると、
「該当なし」となる場合の補足説明が表示されます。

該当検査項目：「ピンク」着色
非該当検査項目：無着色

該当しない検査項目は、「検査結果」欄及び
「担当検査者番号」欄に「ー」を入力してください。
注）令和7年7月1日施行の新様式では、

該当しない検査項目は取消線で抹消しません。

検査結果表が改正され、
「物品の放置の状況」
の検査項目が
追加されました。
・換－１(９)、２(９)
・非－２(３)



追加機能等の概要（測定表、関係写真）

補 ３-

最低照度及び同値箇所数を表示

○×簡易判定
「最低照度」欄は、
（別紙）を入力することで自動入力

➢入力のヒント：
検査結果表の
「特記事項」－「指摘の具体的内容等」
に入力されたものが選択入力できます。

照度測定表

別添様式 関係写真

照度測定表が改正され、
記入欄が追加されました。



Excelの推奨設定と便利機能

補 ４-

Excelの推奨設定と便利機能

①Excelを開き「ファイル」タブをクリックし、「オプション」をクリックします。
②「Excelのオプション」の「詳細設定」をクリックします。
③「Enterキーを押した後にセルを移動する」にチェックが入っていることを確認し、「方向」は「右」を選択します。

設定ができたら、「OK」ボタンをクリックします。

「Enter」キーを押した後の移動方向を「右」へ設定変更する方法

入力確定前の、文字（カタカナや英数字）を全角・半角に変換する方法

○全角に変換→入力確定前にキーボードの［F7］キーを押します。

○半角に変換→入力確定前にキーボードの［F8］キーを押します。

複数のセルやシート見出しを選択する方法

○隣接したセルやシート見出しの選択
→ 「 Shift 」キーを押しながら方向キーを使用して範囲（最初と最後）を選択します。

○隣接していないセルやシート見出しの選択
→ 「 Ctrl 」キーを押しながらセルまたはシート見出しを選択します。

複数のセルに同じ文字を入力する方法

上記の通り、複数のセルを選択した状態で数式バーに入力したい文字を入力後、 「 Ctrl 」キーを押し
ながら「Enter」キーを押します。

推奨設定

便利機能
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01.報告書Excelのご利用に際して

１

（報告書Excelの「ご利用に際して」シートより抜粋）

報告書Excelの「ご利用に際して」シートにある記載事項をご確認の上、報告書Excelをご利用ください。

注１）ワークシートは、削除せず非表示としてください。

注２）マクロを使用するために設定変更をしてください。

注３）報告書、検査結果表、報告概要書シートの書式変更はしないでください。

注４）上記３つのワークシート以外は、パスワード無しでシート保護を解除できます。

注５）報告書Excelは、「Microsoft 365Excel」で作成しています。

注６）当センターは、報告書Excelを使用したことによるいかなる損害に対しても一切の責任を負いかねます。

ご利用に際しての注意事項



01.報告書Excelのご利用に際して

２

（報告書Excelの「ご利用に際して」シートより抜粋）

報告に必要なワークシートの表示について

〖報告に必要なワークシートのみ表示のお願い〗
報告に不必要なシートがある場合は、ワークシートを削除せずに下記の作業を行ってください。

①報告書第一面及び第二面を入力します。
注）報告書第一面の表示画面（印刷範囲外）にクリックすべきボタン番号が表示されます。

②「ご利用に際して」シート内の指定されたボタン（矢印で表示）をクリックします。
注） 「要是正」とそれ以外の判定では、クリックするボタンが異なります。

・「要是正」ボタン → 関係写真シート 表示
・「指摘なし」「既存不適格」ボタン → 関係写真シート 非表示

③報告に必要なワークシートのみが表示されたことを確認します。

（定期検査報告書（第一面））

（報告書Excelの「ご利用に際して」シートより抜粋）

報告書第一・二面を入力すると
クリックすべきボタン番号が
表示されます。

「要是正」ボタンを
クリックした場合、
「関係写真」シート
が表示されます。

「指摘なし」「既存不適格」「要是正」の別に注意し、
指定されたボタン（矢印で表示）をクリックします。

クリックすべきボタンが
矢印で表示されます。



手順①【１．所有者】【２．管理者】欄の入力
〖入力時のお願い〗

・法人名等は、略称( (株)(有)等）を用いずに入力してください。

・部署名と役職名の間は、全角スペースを空けて入力してください。

・氏名の苗字と名前の間は、全角スペースを空けて入力してください。

・所有者等が２名以上の場合は、代表となる所有者等を１名のみ入力し、その他の所有者等は

【20.備考】欄等に入力してください。

・管理者欄は、所有者と管理者が同一の場合でも「所有者に同じ」等と省略せずに、所有者欄に

入力した同一内容を入力してください。

⇒上記以外の入力ルールについては、19頁「所有者欄及び管理者欄の入力例（参考）」をご覧ください。

①【イ．氏名のフリガナ】欄は、【ロ．氏名】欄を入力すると自動で表示されます。

氏名のフリガナを修正する場合は、「フリガナ変更」ボタンをクリックした上で、全角入力してください。

②【ハ．郵便番号】欄は、“ハイフン無し（例：1001234）”で半角入力してください。(要インターネット接続)

注）インターネット回線が接続されている場合、該当する住所が欄外の住所転記欄に表示されます。

③【ニ．住所】欄は、欄外の住所転記欄に表示された住所に誤りが無いことを確認した上で、「住所転記」

ボタンをクリックし、住所を転記してください。(要インターネット接続)

転記後は、丁目や番地を数字及びハイフンを用いて全角入力してください。

〖入力時のお願い〗

丁目や番地は、数字及びハイフンを用いて全角入力してください。

例：一丁目２番３号 → １－２－３ 、 123番地 → １２３

④【ホ．電話番号】欄は、市外局番から”ハイフン有り（例：03-3591-0000）”で半角入力してください。

注）マンションの管理組合等で電話番号が無い場合や未公開等の場合は、「-（半角ハイフン）」を

入力してください。

有効な電話番号が入力された場合、欄外に「有効」と表示されます。(要インターネット接続)

02.定期検査報告書（第一面）の入力

３

220 － 221
実務マニュアル参照頁

有効な電話番号が入力された場合、
「有効」と表示されます。

有効な郵便番号が入力された場合、
該当する住所が表示されます。

セルを選択すると、当該セル
（一部セルを除く）に対する
説明文が表示されます。


Sheet1

		実務マニュアル参照頁 ジツム サンショウ ページ

		220		－		221







報告者氏名欄の確認
〇【１．所有者】欄及び【２．管理者】欄を入力すると自動的に表示されますので、正しく表示されている

ことを確認してください。 注）「報告者氏名」欄は、直接入力できません。

02.定期検査報告書（第一面）の入力

４

220 － 221
実務マニュアル参照頁

手順② 【３．報告対象建築物】欄の入力
①【イ．所在地】欄は、プルダウンリストより選択、入力してください。

〖入力時のお願い〗

丁目や番地は、数字及びハイフンを用いて全角入力してください。

例：一丁目２番３号 → １－２－３ 、 123番地 → １２３

有効な所在地が入力された場合、欄外に該当する郵便番号が表示されます。

注）本機能は、インターネット回線が接続されていない状態では利用できません。

②【ロ．名称のフリガナ】欄は、【ハ．名称】欄を入力すると自動的に表示されます。

名称のフリガナを修正する場合は、「フリガナ変更」ボタンをクリックした上で、全角入力してください。

③【ニ．用途】欄は、プルダウンリストより選択してください。

注１）報告対象となる建築物が複合用途の場合、延べ面積の大きい用途順に入力してください。

原則として、特定建築物定期調査報告書に記載された「用途」と同一になります。

注２）用途分類は、「東京都建築設備定期検査報告実務マニュアル2025年版」、

20頁「特定建築物調査報告及び建築設備定期検査報告における用途の比較対照表」 、

21頁「建築設備定期検査報告における用途分類」等

を参考に入力してください。 有効な所在地が入力された場合、
該当する郵便番号が表示されます。
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【４．検査による指摘の概要】欄の確認
〇報告対象建築設備の報告書（第二面）の設備概要、検査結果表及び実施状況表に入力された指摘等

が自動的に表示されます。
注１）全ての入力が完了した時点で正しく表示されていることを確認してください。
注２）【４．検査による指摘の概要】欄は、直接入力できません。
複数の指摘事項や特記事項がある場合は、全ての事項が表示されていることを確認してください。
全ての事項が表示されていない場合は、「2(3､4)行目追加」ボタンをクリックし表示させてください。

02.定期検査報告書（第一面）の入力

５

手順③ 「整理番号」欄の入力
〇定期検査報告の案内に記載されている整理番号を入力してください。

注）令和7年7月1日施行の新様式で報告する際は、必ず入力が必要です。

整理番号は、初回報告時にセンターが付番する不変の番号です。

案内に記載されている整理番号
７桁を入力してください。

検査結果表等を入力すると、自動的に
検査による指摘の概要が表示されます。「整理番号」による運用

を開始します。

手順④ 「建築物基本番号」欄、「センター受付番号」欄の入力
〇定期検査報告の案内に記載されている建築物基本番号及び前回のセンター受付番号を入力してください。

222 － 223
実務マニュアル参照頁

〇「報告済証等送付先欄」及び「次回案内送付先欄」は、報告者以外に希望される場合、入力してください。
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03.定期検査報告書（第二面）の入力

６

手順⑤ 【１．建築物の概要】欄の入力
①【イ．階数】欄、【ロ．建築面積】欄及び【ハ．延べ面積】欄は、原則として、直前の確認（完了）検査の

申請書類等に記載されているものを半角入力してください。

注１）地下階がない場合、地下の「０」は不要です。

注２）原則として、特定建築物定期調査報告書に記載されたものと同一になります。

【ロ．建築面積】欄及び【ハ．延べ面積】欄は、小数点以下３桁目を切り捨て、２桁まで入力してください。

建築物の延べ面積と報告対象の床面積の合計が異なる場合は、【ハ．延べ面積】欄には建築物の延べ面積を

入力し、併せて（ ）書きで報告対象の床面積の合計を入力してください。

②【ニ．検査対象建築設備】欄は、自動的に表示されます。

注１）【４．換気設備の検査者】欄、【８．排煙設備の検査者】欄、【12．非常用の照明装置の検査者】欄、

【16．給水設備及び排水設備の検査者】欄の代表となる検査者の氏名を入力することで「レ」マーク

が自動的に表示されます。

注２）【ニ．検査対象建築設備】欄は、直接入力できません。

＜検査者欄入力前＞

＜検査者欄入力後＞

ニ.検査対象建築設備の「レ」マークは、
４欄、６欄、８欄、10欄の代表となる検査者の氏名を
入力すると自動的に表示されます。

224 － 225
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03.定期検査報告書（第二面）の入力

７

手順⑥ 【２．確認済証交付年月日等】欄の入力
〇【イ．確認済証交付年月日】欄及び【ロ．確認済証交付者】欄は、検査対象の建築設備等に関する直前の

確認（建築基準法第87条の２及び同法第88条第２項の規定により準用して適用される同法第６条第１項に

規定する確認。）について、【ハ．検査済証交付年月日】欄及び【ニ．検査済証交付者】欄は、検査対象

の建築設備等に関する直前の完了検査について、それぞれ入力してください。

注１）初回の確認済証交付年月日等は、第二面の【20．備考】欄に入力してください。

注２）原則として、特定建築物定期調査報告書に記載されたものと同一になります。

〖入力時のお願い〗

年月日は、半角数字で入力してください。

例：平成元年（×元） → 平成１年（〇1）

交付番号は、原則として半角入力してください（漢字、ひらがなを除く）。

例： １２３－２ （×全角） → 123-2 （〇半角）

例： １８都市建指建第００００（×数字全角） → 18都市建指建第0000 （〇数字半角(漢字全角)）

例： ＢＥＥＣ建００００（×英数字全角） → BEEC建0000 （〇英数字半角(漢字全角)）

〇【ロ．確認済証交付者】欄及び【ニ．検査済証交付者】欄の「指定確認検査機関」は、プルダウンリスト

より選択してください。

注）該当する名称がプルダウンリストに無い場合、赤枠内にその名称を入力した上で選択してください。

手順⑦ 【３．検査日等】欄の入力
①【イ．今回の検査】欄の日付は、検査の終了日を和暦かつ半角数字で入力してください。

②【ロ．前回の検査】欄は、検査対象の建築設備等に関する直前の報告について和暦かつ半角数字で

入力してください。

該当する確認検査機関名がプルダウンリストに無い場合、
赤枠内にその名称を入力した上で選択してください。

「元」年ではなく、
「１」年と入力してください。

224 － 225
実務マニュアル参照頁
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03.定期検査報告書（第二面）の入力

８

手順⑧ 【４．換気設備の検査者】欄の入力（8、12、16各設備共通）
①換気設備が報告対象である場合、代表となる検査者の【イ．資格】欄から【ト．電話番号】欄まで情報を

下記に従って入力してください。（その他検査者欄も同様です）
注）報告対象でない場合は、入力しないでください。

〖入力時のお願い〗
【イ．資格】欄：資格番号は、半角入力してください。

例： １２３４５６（×全角） → 123456 （〇半角）
例： Ｄ９９９９９９９９（×全角） → D99999999 （〇半角）

【ハ．氏名】欄：氏名は、有資格者の氏名を全角入力（苗字と名前の間に全角スペースを挿入）してください。
例： 設備太郎（×苗字と名前の間に全角スペースなし） → 設備 太郎（〇全角スペースあり）

②【ホ．郵便番号】欄は、“ハイフン無し（例：1001234）”で半角入力してください。
注）インターネット回線が接続されている場合、該当する住所が欄外の住所転記欄に表示されます。

本機能は、インターネット回線が接続されていない状態では利用できません。

③【へ．所在地】欄は、欄外の所在地転記欄に表示された所在地に誤りが無いことを確認した上で、
「所在地転記」ボタンをクリックし、所在地を転記してください。
注）本機能は、インターネット回線が接続されていない状態では利用できません。
転記後は、丁目や番地を数字及びハイフンを用いて全角入力してください。

〖入力時のお願い〗
丁目や番地は、数字及びハイフンを用いて全角入力してください。

例：一丁目２番３号 → １－２－３ 、 123番地 → １２３

④【ト．電話番号】欄は、市外局番から”ハイフン有り（例：03-3591-0000）”で半角入力してください。
有効な電話番号が入力された場合、欄外に「有効」と表示されます。
注）本機能は、インターネット回線が接続されていない状態では利用できません。

〖入力時のお願い〗※各設備の検査者が同じ場合
各設備の検査者が同じ場合は、誤入力防止のため

「検査者データのコピー＆貼付」ボタンを利用して入力してください。

224 － 237
実務マニュアル参照頁
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03.定期検査報告書（第二面）の入力

９

手順⑨ 【５．換気設備の概要】欄の入力（9、13、17各設備共通）
〇当該建築設備が報告対象となる場合、設備概要欄を入力してください。

注）ここで入力された設備概要により、当該建築設備の検査結果表の必要検査項目番号等が着色されます。

【６．換気設備の検査の状況】欄の確認（10、14、18各設備共通）
〇当該建築設備の検査結果表に入力された指摘等が自動的に表示されますので、正しく表示されている

ことを確認してください。

注）【６．換気設備の検査の状況】欄は、直接入力できません。

手順⑩ 【７．換気設備の不具合の発生状況】欄の入力（11、15、19各設備共通）
①不具合がある場合は、「報告書（第三面）建築設備に係る不具合の状況」を入力してください。(11頁参照)

注）報告書（第三面）に入力された概要等に基づき「レ」マーク等が自動的に表示されます。

②【ロ．不具合の記録】欄は、不具合がある場合のみ、有無のどちらかのチェックボックスに「レ」マーク

を入れてください。

注）不具合が無い場合、【ロ．不具合の記録】欄の「レ」マークは不要です。

数値を入力すると自動的に
「レ」マークが入ります。

検査結果表を入力すると自動的に
検査の状況が表示されます。

報告書第三面を入力すると自動的に
不具合の発生状況が表示されます。

226 － 241
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03.定期検査報告書（第二面）の入力

10

手順⑪ 【20．備考】欄の入力

①【国土交通大臣が定める検査項目の有無】欄は、各設備の検査結果表及び3年までの間に1回行う検査項目

の年度別実施状況表に入力された情報に基づき、「レ」マーク等が自動的に表示されます。

注）【国土交通大臣が定める検査項目の有無】欄は、直接入力できません。

②当該建築物が給水タンク、貯水タンク及び排水槽を有しないため「給水設備及び排水設備」が報告対象外

となる場合は、その理由をプルダウンリストより選択してください。

③前回の報告日以降、報告内容（所有者、管理者、報告対象建築設備数等）に変更があった場合は、その旨

を入力してください。

注）記入方法は、「東京都建築設備定期検査報告実務マニュアル2025年版」をご覧ください。

「給水設備及び排水設備」が報告対象外となる場合は、
その理由をプルダウンリストより選択してください。

各設備の検査結果表及び3年までに1回行う検査項目の年度別実施状況表
に入力された情報に基づき、「レ」マーク等が表示されます。

240 － 241
実務マニュアル参照頁
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04.定期検査報告書（第三面）の入力

11

手順⑫ 建築設備に係る不具合の状況の入力
〖非表示のお願い（不具合を把握していない場合）〗

報告対象建築物に建築設備に係る不具合（前回検査時以降に把握した各設備の故障、損傷、腐食その他の劣化に

起因するもののうち第ニ面の６欄、10欄、14欄又は18欄において指摘されるもの以外のもの）を把握していない

場合は、「（第三面）非表示」ボタンをクリックし、定期検査報告書（第三面）を非表示にしてください。

〇所有者又は管理者にヒアリング等を行った結果、建築設備に係る不具合が確認された場合は、建築設備に

係る不具合の状況について、該当欄を入力してください。

注）入力された情報は、以下に反映されます。

・定期検査報告書（第ニ面）

【７．換気設備の不具合の発生状況】欄、【11．排煙設備の不具合の発生状況】欄、

【15．非常用の照明装置の不具合の発生状況】欄、【19．給水設備及び排水設備の不具合の発生状況】欄

⇒【ロ．不具合記録】の有無のどちらかのチェックボックスに「レ」マークを入れてください。

・定期検査報告概要書（第一面）

【５．不具合の発生状況】欄

⇒複数の不具合がある場合は、全ての不具合の概要が表示されたことを確認してください。

全ての不具合の概要が表示されていない場合は、「2(3､4)行目追加」ボタンをクリックしてください。

（定期検査報告書（第二面））

（定期検査報告概要書（第一面））

【ロ．不具合記録】の有無のどちらかの
チェックボックスに「レ」マークを入れてください。

242 － 243
実務マニュアル参照頁

手順⑬ （注意）の非表示
〇「(注意)欄 非表示」ボタンをクリックしてください。注）報告の際、（注意）は不要です。

ここををクリック
してください。

報告書第ニ面のチェックボックスに「レ」マークを入れる
と自動的に「レ」マークが表示されます。
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05.定期検査報告書（第一面）の追加入力

12

220 － 221
実務マニュアル参照頁

⇒（第三面）までの入力が完了したら、（第一面）に戻り下記①～③を行ってください。

〇プルダウンリストから検査者氏名を選択してください。

注）定期検査報告書（第ニ面）の該当建築設備（【４．換気設備の検査者】欄、【８．排煙設備の

検査者】欄、【12．非常用の照明装置の検査者】欄、【16．給水設備及び排水設備の検査者】欄）の

代表検査者氏名がプルダウンリスト内に表示されます。

手順⑭ ①「検査者氏名」の選択

手順⑮ ②「報告先の特定行政庁」の選択
〇プルダウンリストから報告先の特定行政庁を選択してください。

〇「ご利用に際して」シート内の指定されたボタン（矢印で表示）をクリックします。（２頁参照）

注１）報告書第一面及び第二面を入力することで、クリックすべきボタン番号が表示されます。

注２） 「要是正」とそれ以外の判定では、クリックするボタンが異なります。

手順⑯ ③報告に必要なワークシートの確認及び表示

①②プルダウンリスト
から選択してください。

（報告書Excelの「ご利用に際して」シートより抜粋）

検査結果に「要是正」がある場合、
右のボタンをクリックします。

③指定されたボタン（矢印で表示）
をクリックしてください。


Sheet1

		実務マニュアル参照頁 ジツム サンショウ ページ

		220		－		221







06.建築物概要書の入力
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手順⑰ 建築物概要書の入力

①「階数」欄は、地上10階から地下3階までの建築物であれば、報告書（第二面）の「階数」欄に入力された

情報に基づき、不要な階には取消線が入ります。

上記以外の場合は、必要に応じて入力してください。

注）取消線は、直接入力できません。

②「階別床面積」欄は、特定建築物定期調査報告書等を参考に入力してください。

注）階床面積の合計が報告書（第二面）の「延べ面積」欄に入力した面積と大差がないことを確認してください。

③「用途」欄は、該当する用途に「〇」印を入力するとともに、「その他」の場合は併せて法令等の定義等

を参考に実質的な用途等を入力してください。

注）報告書（第一面）の「用途」欄に入力した用途が、入力されていることを確認してください。

④「換気上の無窓居室」欄及び「機械排煙設備」欄は、有無について該当するものに「〇」印を入力してください。

注）報告書（第ニ面）の設備概要欄、別表1及び別表3等の入力内容と齟齬がないことを確認してください。

必要項目をリンク表示することで
シート切替不要

244 － 245
実務マニュアル参照頁
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手順⑱ 別記第一号～第四号様式（検査結果表）の入力

07.別記第一号～第四号様式 検査結果表の入力

〖報告に必要なワークシートのみ表示のお願い〗

報告に不必要なシートがある場合は、ワークシートを削除せずに「ご利用に際して」シート内の

指定されたボタン（矢印で表示）をクリックしてください。

指定されたボタンをクリックすると、報告に必要なワークシートのみが表示されます。

①検査項目番号が着色されている検査項目について、検査結果等を入力してください。

検査結果欄の黄色のセルをクリックすることで、「〇」印が入力できます。

注）該当すると思われる検査項目番号は、報告書（第二面）の設備概要に基づいて着色されます。

当該検査項目が該当しないと判断した場合は、「―」挿入ボタンをクリックし、「検査結果」欄及び

「担当検査者番号」欄に「―」を入力してください。

注）検査結果欄に未入力がある場合は、検査結果表タイトルが着色され、未入力が無くなると

白色に変わります。

②検査結果欄に「要是正(既存不適格を含む)」がある場合は、「特記事項」欄の着色されているセルを

入力等してください。
・番号欄 → 要是正(既存不適格を含む)の検査項目番号をプルダウンリストより入力します。

・検査項目等 → 入力不要です（上記番号欄を入力すると自動的に表示されます）。

・指摘の具体的内容等、改善策の具体的内容等 → 直接直接入力します。

指摘の具体的内容等の入力内容が「別添様式 関係写真」の特記事項において、プルダウンリストに表示され、選択が可能となります。

・改善(予定)年月 → 検査結果が「要是正」の場合は、入力が必要です。

検査結果が「要是正(既存不適格)」の場合は、入力不要です。

検査結果を入力すると、
セルの色が白に変わります。

入力しても
色は変わりません。

検査番号の着色は、下記を表します。
・「緑」→非該当の可能性がある検査項目
・「ピンク」→該当検査項目
・「白（無着色）」→ 非該当検査項目

非該当の可能性がある検査項目の
「ー」挿入ボタンにカーソルを
合わせると、「該当なし」となる
場合の補足説明が表示されます。

246 － 275
実務マニュアル参照頁
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手順⑲ 別表１～４様式（評価表・測定表等）の入力

08.別表１～４様式 評価表・測定表等の入力

〖報告に必要なワークシートのみ表示のお願い〗

報告に不必要なシートがある場合は、ワークシートを削除せずに「ご利用に際して」シート内の

指定されたボタン（矢印で表示）をクリックしてください。

指定されたボタンをクリックすると、報告に必要なワークシートのみが表示されます。

①タイトルが着色されている別表について、入力してください。

注１）該当すると思われる別表のタイトルが、報告書（第二面）の設備概要及び検査結果表の

結果に基づいて着色されます。

注２）当該別表の「測定機器 メーカー名」欄や「型式番号等」欄等に未入力がある場合は、

別表タイトルが着色され、未入力が無くなると白色に変わります。

②判定欄は、簡易判定を参考に「〇」印を入力してください。

※別表３、別表３-２、別表３-３における排煙系統図（画像等）を貼付する場合は、当該別表のシート保護

を解除し、貼付けてください。

シート保護の解除を行う場合は、 [校閲]メニューの[シート保護の解除]をクリックします。

「実施(予定)」「実施済」の場合は、
選択してください。

○×簡易判定

当該年度検査
実施室数の合計
が表示されます。

①当該年度検査実施室数を
入力してください。

②当該年度検査実施室数
合計を入力してください。

276 － 295
実務マニュアル参照頁

③同値であることを
確認してください。


Sheet1

		実務マニュアル参照頁 ジツム サンショウ ページ

		276		－		295
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手順⑳ 別添様式 関係写真の入力

09. 別添様式 関係写真の入力

〖報告に必要なワークシートのみ表示のお願い〗

報告に不必要なシートがある場合は、ワークシートを削除せずに「ご利用に際して」シート内の

指定されたボタン（矢印で表示）をクリックしてください。

指定されたボタンをクリックすると、報告に必要なワークシートのみが表示されます。

①タイトルが着色されている場合、別添様式 関係写真を入力してください。

注１）別添様式が必要と思われる場合、タイトルが報告書（第二面）の設備概要及び検査結果表の

結果に基づいて着色されます。

注２）当該別添様式の「番号」欄や「検査項目等」欄等に未入力がある場合は、

別添様式 関係写真のタイトルが着色され、未入力が無くなると白色に変わります。

②「部位」-「番号」欄は、検査結果表の「特記事項」欄に入力した「番号」をプルダウンリストより

選択してください。

注）「検査項目等」欄は、「番号」欄を入力すると自動的に表示されます。

③「特記事項」欄及び「写真貼付」欄は、プルダウンリストより指摘内容を選択した上で、写真を貼付して

ください（※画像を圧縮する方法参照）。貼付する場合は、当該別表のシート保護を解除してください。

シート保護の解除を行う場合は、 [校閲]メニューの[シート保護の解除]をクリックします。

注）検査結果表の特記事項欄の指摘の具体的内容等欄に入力したものが選択できます。

検査結果表の
「特記事項」－「指摘の具体的内容等」
に入力されたものから選択してください。

欄外に表示された番号等を
選択してください。

296 － 297
実務マニュアル参照頁

〖※画像を圧縮する方法（解像度目安）〗

画像をクリックし、＞図形の形式＞図の圧縮をクリックします。

「画像の圧縮」ダイアログボックスが表示されたら、

解像度を変更します (「印刷用(220ppi)」以下を目安とします）。

一括して画像を圧縮したい場合は、
チェックを外してください。


Sheet1

		実務マニュアル参照頁 ジツム サンショウ ページ

		296		－		297
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手順㉑ 3年までの間に1回行う検査項目の年度別実施状況表の入力

10. 3年までの間に1回行う検査項目の年度別実施状況表の入力

〖報告に必要なワークシートのみ表示のお願い〗

報告に不必要なシートがある場合は、ワークシートを削除せずに「ご利用に際して」シート内の

指定されたボタン（矢印で表示）をクリックしてください。

指定されたボタンをクリックすると、報告に必要なワークシートのみが表示されます。

①タイトルが着色されている場合は、年度別実施状況表を入力してください。

注）実施状況表が必要と思われる場合、タイトルが報告書（第二面）の設備概要及び検査結果表の

結果に基づいて着色されます。

②初年度から終年度について、実施（予定）年月、検査（予定）箇所数及び検査結果を入力してください。

注１）3年までの間に1回行う検査項目の該当の有無については、報告書（第二面）の設備概要及び

検査結果表の結果に基づいて「レ」マーク等が自動的に表示されます。

注２）年度は、報告書第一面の報告書提出年月日欄を入力することで年度が確定します。

検査実施年度と報告年度が異なる場合や3年間で同一箇所の検査を実施した場合は、

修正が必要となることがあります。

298 － 299
実務マニュアル参照頁

令和7年7月1日以降、前サイクル
最終年の実施状況表のコピーを
添付する必要はありません。

（定期検査報告書（第一面）ー報告書提出年月日欄）


Sheet1

		実務マニュアル参照頁 ジツム サンショウ ページ

		298		－		299
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定期検査報告概要書の確認

11. 定期検査報告概要書の確認

〇定期検査報告書（第一面から第三面）に入力されたもの（指摘のない設備を除く）が反映されますので、

正しく表示されていることを確認してください。

併せて報告書第一面【４．検査による指摘の概要】をご確認ください。（５頁参照）

注１）第ニ面の指摘のない設備については、反映されません。

注２）定期検査報告概要書は、直接入力できません。

指摘の内容が「要是正の指摘あり」又は「要是正の指摘あり（既存不適格）」の場合かつ（第二面）が

印刷範囲に入っていない場合は、【４．検査による指摘の概要】-【イ．指摘の内容】の「要是正の指摘

あり」のチェックボックスをクリックしてください。

注）定期検査報告概要書（第二面）が印刷範囲に入っていることを確認してください。

また、複数の不具合の概要がある場合は、全ての不具合の概要が表示されていることを確認してください。

全ての不具合の概要が表示されていない場合は、「2(3､4)行目追加」ボタンをクリックしてください。

定期検査報告概要書（第ニ面）は、
「指摘なし」の場合、不要です。

304 － 311
実務マニュアル参照頁


Sheet1

		実務マニュアル参照頁 ジツム サンショウ ページ

		304		－		311
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所有者欄及び管理者欄の入力例（参考）

所有者欄及び管理者欄は、以下を参考に入力してください。

注）氏名１及び氏名２の入力内容やスペースの位置等に注意してください。

所有者氏名1 所有者氏名2 管理者氏名1 管理者氏名2

〇〇マンション 区分所有者一同 ○○マンション 管理組合　理事長　□□　□□

〇〇マンション 区分所有者一同 ○○マンション　管理組合　管理者　△△株式会社 代表取締役社長　□□　□□

〇〇マンション 管理組合　代表者　□□　□□ △△△不動産株式会社　ビル管理第一支店 総括所長　□□　□□

〇〇団地　A号棟 区分所有者一同 〇〇団地 管理組合　理事長　□□　□□

〇〇団地　A街区 区分所有者一同 〇〇団地　A街区　管理組合　管理者　△△株式会社 執行役員　ビル運営事業部長　□□　□□

○○駅前ビル 区分所有者一同 ○○駅前ビル 管理組合法人　理事長　□□　□□

○○駅前ビル 区分所有者一同 ○○駅前ビル　管理組合　管理者　株式会社△△ 代表取締役　□□　□□

○○駅前ビル 区分所有者一同 ○○駅前ビル　管理組合　理事長　△△銀行株式会社 支配人　不動産管理部長　□□　□□

○○株式会社 代表取締役社長　□□　□□ 株式会社△△ 代表取締役社長　□□　□□

○○株式会社 代表取締役社長　□□　□□ △△株式会社　経営企画部 部長　□□　□□

○○株式会社 代表取締役社長　□□　□□ 株式会社△△　東京中央支店 支店長　□□　□□

○○株式会社 代表取締役社長　□□　□□ △△株式会社　東京研究事務所 所長　□□　□□

〇〇有限会社 取締役　□□　□□ △△株式会社　技術管理部 部長　□□　□□

合同会社〇〇 代表社員　□□　□□ △△ビル管理株式会社 代表取締役　□□　□□

○〇特定目的会社 取締役　□□　□□ △△不動産株式会社　ビル管理第二支店 支店長　□□　□□

○〇投資法人 執行役員　□□　□□ △△ビルマネジメント株式会社 代表取締役社長　□□　□□

公益財団法人　○○協会 会長　□□　□□ 公益財団法人　○〇協会 会長　□□　□□

学校法人　〇〇大学 理事長　□□　□□ 学校法人　〇〇大学 理事長　□□　□□

〇〇大学法人　 理事長　□□　□□ 〇〇大学法人　△△大学　新宿キャンパス 管理部長　□□　□□

国立研究開発法人　○○研究所 理事長　□□　□□ 国立研究開発法人　○○研究所 首都圏センター所長　□□　□□

社会福祉法人　〇〇会 理事長　□□　□□ 社会福祉法人　〇〇会　△△病院 病院長　□□　□□

独立行政法人　〇〇機構 賃貸住宅本部　本部長　□□　□□ 株式会社〇〇　東京居住センター センター長　□□　□□

「管理組合」は、管理者氏名２欄
に入力してください。
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特定建築物調査報告及び建築設備定期検査報告における用途の比較対照表（参考）
建築設備定期検査報告

用        途 規模又は階   いずれかに該当するもの
用途

コード
用        途

劇場、映画館、演芸場 •地階     •F≧3 階     •A＞200 ㎡

•主階が１階にないものでA＞100 ㎡（※）

｛※A≦200 ㎡の場合、階数が 3 以上のものに限る。｝ 11

劇場
映画館
演芸場

観覧場（屋外観覧席のものをを除く）、公会堂、集会場 •地階     •F≧3 階

•A＞200 ㎡（※）

｛※平屋建ての集会場で客席及び集会室の床面積が 400 ㎡未

満の集会場を除く。｝

12

集会場
観覧場
公会堂

旅館、ホテル •F≧3 階かつA＞2000 ㎡

13
ホテル
旅館

百貨店、マーケット、勝馬投票券発売所、場外車券売場、

物品販売業を営む店舗

•F≧3 階かつA＞3000 ㎡

14

百貨店
マーケット
物販店舗

地下街 •A＞1500 ㎡ 15 地下街
児童福祉施設（注意４に掲げるものを除く。） •F≧3 階   •A＞300 ㎡（※）

｛※平屋建てで床面積500 ㎡未満のものを除く。｝
福祉施設

病院、診療所（患者の収容施設があるものに限る。）

児童福祉施設（注意４に掲げるものに限る。）
病院
診療所
就寝用福祉施設

旅館、ホテル（毎年報告のものを除く。）

22
ホテル
旅館

学校、学校に附属する体育館 •F≧3 階        •A＞2000 ㎡ 23 学校
博物館、美術館、図書館、ボーリング場、スキー場、

スケート場、水泳場、スポーツの練習場

（いずれも学校に附属するものを除く。）

•F≧3 階

•A≧2000 ㎡

24

博物館
美術館
図書館
運動施設

下宿、共同住宅又は寄宿舎の用途とこの表（事務所等を除く）に

掲げられている用途の複合建築物

•F≧5 階かつA＞1000 ㎡

28

共同住宅
寄宿舎
下宿

百貨店、マーケット、勝馬投票券発売所、場外車券売場、

物品販売業を営む店舗（毎年報告のものを除く。）

31

百貨店
マーケット
物販店舗

展示場,、キャバレー、カフェー、ナイトクラブ、バー、

ダンスホール、遊技場、公衆浴場、待合、料理店、飲食店

32

料理店
飲食店
展示場
公衆浴場
ダンスホール
遊技場

複合建築物（共同住宅等の複合用途及び事務所等のものを除

く。）

•F≧3 階

•A＞５00 ㎡ 33
複合建物

事務所その他これに類するもの •５階建て以上で、延べ面積が 2000 ㎡を超える建築物のうち

   F≧3 階かつA＞1000 ㎡ 34
事務所

下宿、共同住宅、寄宿舎（注意 4 に掲げるものを除く。） •F≧5 階かつA＞1000 ㎡

40

共同住宅
寄宿舎
下宿

高齢者、障害者等の就寝の用に供する共同住宅又

は寄宿舎（注意4 に掲げるものに限る。）

•地階   •F≧3 階

•A≧300 ㎡（２階部分） 41
就寝用福祉施設

※注意

１   F≧3 階、F≧5 階、地階とは、それぞれ3 階以上の階、5 階以上の階、地階で、その用途に供する部分の床面積の合計が100 ㎡を超えるものをいいます。

　　ただし、A≦200 ㎡の場合、階数が3 以上のものに限ります。

２   A は、その用途に供する部分の床面積の合計をいいます。

３   共同住宅（高齢者、障害者等の就寝の用に供するものを除く。）の住戸内は、定期調査•検査の報告対象から除かれます。

４   高齢者、障害者等の就寝の用に供する用途とは、共同住宅及び寄宿舎（サービス付き高齢者向け住宅、認知症高齢者グループホーム、障害者グループホームに限る。）並びに児童福祉施設等（助産施設、乳児院、

　　障害児入所施設、助産所、盲導犬訓練施設、救護施設、更生施設、老人短期入所施設その他これらに類するもの、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、有料老人ホーム、母子保健施設、

　　障害者支援施設、福祉ホーム及び障害者福祉サービスを行う施設に限る。）をいいます。

特定建築物定期調査報告

　
特
　
定
　
建
　
築
　
物

21
•地階     •F≧3 階     A≧300 ㎡（2 階部分）

•A＞300 ㎡（※）

｛※平屋建てで床面積500 ㎡未満のものを除く。｝

•地階   •F≧3 階

•A≧500 ㎡（２階部分）

•A＞500 ㎡
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建築設備定期検査報告における用途分類（参考）
名称 用途分類 備考

あ 居酒屋 飲食店
インターネットカフェ 遊技場 飲食の提供がある場合は、「飲食店」とみなされることもある
エステティックサロン 事務所
絵画教室 事務所

か 貸し会議室 事務所 会議に限った利用方法が明確であるもの・不特定多数が利用する場合は、「集会場」とみなされることもある
学習塾 事務所 各種学校の認定を受けていないもの
貸しビデオ 物販店舗 物品販売があるもの
貸しビデオ 事務所 物品販売がないもの
ガソリンスタンド 物販店舗 給油取扱所内に設置できる建築物の用途は、物販店舗、飲食店、映画館、図書館、事務所等
カラオケボックス 遊技場 飲食の提供がある場合は、「飲食店」とみなされることもある
空手道場 事務所 運動施設として取り扱わない
岩盤浴 公衆浴場
教会 集会場 不特定多数が利用しない場合は、「集会場」とみなされないこともある
銀行 事務所
クリーニング取次店 事務所
研究所 事務所
研修所 事務所 宿泊施設がないもの
剣道場 事務所 運動施設として取り扱わない
コインランドリー 事務所
個室ビデオ店 遊技場 飲食の提供がある場合は、「飲食店」とみなされることもある

さ サウナ 公衆浴場
写真館 事務所
柔道場 事務所 運動施設として取り扱わない
ショールーム 展示場
神社・講堂 集会場 不特定多数が利用しない場合は、「集会場」とみなされないこともある
鍼灸院 事務所
診療所 事務所 収容施設が無い施設
スタジオ 事務所
接骨院 事務所
体育館 学校 学校に付属しているもの
体育館 観覧場 一般に競技等を行うもの

た 託児所 事務所 福祉施設等には入らない
デイケア 福祉施設 通所リハビリテーション施設
寺・講堂 集会場 不特定多数が利用しない場合は、「集会場」とみなされないこともある
動物病院 事務所

な 日本舞踊教室 事務所
ネイルサロン 事務所

は 馬券売場 物販店舗
バレエ教室 事務所
ピアノ教室 事務所
ピザ・宅配 物販店舗 イートインスペースがないもの
病院 病院 患者20人以上の収容施設を有する施設
美容院 事務所
フィットネスクラブ 運動施設 200㎡程度以下で近隣住民のみを対象の場合は、「事務所（＝学習塾等）」とみなされることもある
ペットショップ 物販店舗
弁当屋 物販店舗 テイクアウト専用のもの
保育園 福祉施設
ボーリング場 遊技場

ま マンガ喫茶 遊技場 個室があるもの・飲食の提供がある場合は、「飲食店」とみなされることもある
や 郵便局 事務所

幼稚園 学校
幼保連携こども園 福祉施設
ヨガ教室 事務所

ら ライブハウス 劇場 状況によっては、「集会場」とみなされることもある
理容院 事務所
老人ホーム 就寝用福祉施設 宿泊施設があるもの
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